
令和３年度 第１回環境水理部会 議事録 

 
日時： 令和３年 6 月 4 日（金）10:00～12:00 
場所： オンライン（ZOOM） 
参加者： 部会長：竹林（京都大）｜副部会長：赤松（山口大）｜幹事：新谷（都立大），吉

川（北見工大）｜委員：赤堀（愛知工大），東（国環研），石塚（香川大），厳島（東

京工大），乾（福岡工大），入江（大阪大），梅田（日本大），大石（寒地土研），大

槻（山梨大），片岡（愛媛大），川村（寒地土研），工藤（いであ），齋田（鹿児島

大），櫻井（ダム技術センター），重枝（九工大），清水（日本工営），鈴木（八千

代エンジニヤリング），田井（九州大），田代（名古屋大），都築（リバフロ），鶴

田（建設技研），中西（土研），中山（神戸大），古里（鹿児島大），細川（港空研），

牧野（東北大），横山（都立大） （出席者下線（二重下線：新委員），計 29/31 名．

敬称略．） 
 オブザーバー：井芹（温州大），久加（富山県立大），小林（温州大），土屋（中央

大），松尾（中電技術ｺﾝ），丸谷（九州大），溝口（土木研），宮本（芝浦工大），三

輪（鳥取大），矢島（島根大），矢野（九州大）（出席者のみ記載，敬称略．） 
 

１．新部会委員・オブザーバーの承認 
・下記のメンバー（敬称略）が新部会委員とオブザーバーになることが承認された． 

赤堀良介（愛知工大） オブザーバーから委員に異動 
古里栄一（鹿児島大） オブザーバーから委員に異動 
厳島怜（東京工大）  オブザーバーから委員に異動 
久加朋子（富山県立大） オブザーバーに新規加入 
溝口裕太（土木研）  オブザーバーに新規加入 
丸谷靖幸（九州大）  オブザーバーに新規加入 
矢野真一郎（九州大） 委員（元部会長）からオブザーバーに異動 
櫻井寿之（国土交通省） 委員からオブザーバーに異動 
鶴田舞（土木研）  オブザーバーから退会 
             

２．2021 年度研究集会について 
・昨年度コロナ禍で開催できなかった研究集会「久慈川流域の伝統的治水システムと流

域治水〜不連続堤防と水害防備林〜」を開催する予定 
・開催時期は 10 月〜11 月，スケジュールは現地見学（1 日目），研究集会＠水戸（2 日

目）を予定→水工学講演会等の日程を外して日程を早く確定してほしい．（竹林） 
・見学場所は久慈川（霞堤・水防林現存地（塩原地区等）），那珂川（里川霞堤新設検討

箇所） 



・状況によってオンライン開催に切り替え，現地見学は中止か現地からのライブ配信を

含めて検討 
・見学バス費用は水工学委員会に交渉予定→多分大丈夫ではないか？（竹林） 
・本件に関する先方のモチベーションを確認した上で，状況に応じて再延期するかどう

かを検討してほしい（竹林） 
 

３．新執行部挨拶 
・新執行部から挨拶があった． 
 

４．新部会委員・オブザーバー挨拶 
・新部会委員と新オブサーバーから挨拶があった． 

 
５．WG活動報告 

・流砂・植生（竹林） 
2021 年度活動計画として以下の活動について紹介があった． 
→「実現可能性の高い植生管理方法」 
→「重要インフラの緊急点検に関する関係閣僚会議」に関連して全国で実施されてい

る河道内樹木の伐採に関する情報収集及び情報共有 
→伝統的治水システムを考慮した流域治水の施策の中での治水と環境の両立 
 
・閉鎖性水域（新谷） 
2020 年度の活動が報告された． 
 →オンラインワークショップの開催（5/14，21 名参加） 
 →メーリングリストの開設 
2021 年度の活動計画が報告された． 
 →継続課題の再検討，新規課題の創出 
 →オンライン研究会，現地見学会の開催 
 
・適応（入江） 
2020 年度の活動が報告された． 
2021 年度の活動計画が報告された． 
 →WG の開催，プロジェクトの計画 
 

６．アンケートについて 
・アンケート結果について報告された． 
・アンケートの回答（要望）について未対応や追加要望等がありましたら，適宜部会長



に連絡するように依頼された． 
 

７．新 WG・勉強会の提案 
・沿岸海洋環境WG（齋田，代理：田井） 

WG の設置目的，2021 年度の活動内容及び体制（部会外のオブザーバーの先生を含

む）が説明され，設置が承認された． 
 
・火山麓河川水系WG（田代） 
 WG の設置目的，2021 年度の活動内容などが説明され，設置が承認された． 
 
・OpenFOAMを利用した数値計算の勉強会（中西） 
 勉強会の開催趣旨について説明され，参加希望があれば，土木研究所中西

（nakanisi@pwri.go.jp）まで連絡するように周知された． 
竹林部会長から水工学委員会に本勉強会の開催を周知して部会外からも参加者を募

ることとなった． 
 
８．2022 年度研究集会（横山） 

・宮城県気仙沼市で「東日本大震災後の中小河川の復興の現状〜津波防災と環境〜」を

テーマに開催することが提案され，承認された．なお，スケジュール案は下記のとおり

を予定している． 
2022 年 5 月 19 日（木）：研究発表会 
2022 年 5 月 20 日（金）：現場見学会 

 
９．その他 

・新メンバーを推薦する場合は，個人の研究成果に踏まえて推薦してほしい．なお，組

織内の後任をメンバーに推薦することはできないため，留意いただきたい（竹林） 
・WG に参加を希望する場合は，WG主査に連絡をする（竹林） 
 

以上 


